
 

目標達成のための３Sを意識して、５Sの行動を 

                                   

学びの力の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標の達成 

自己教育力を高め、幸せな人生を切り開く児童・生徒の育成 

【教職員の活躍】 

① 困ったら叫ぶ 

困った声が聞こえたら誰かの

役に立つチャンス 

② 助け合うことで成し遂げる 

 

【一往復半を磨く】 

① 子どもの声で授業・行事・集

会をつくる 

② 振り返り等の掲示を充実 

③ 一往復半を楽しむ 

 

【地域への参画】 

① 小さな失敗を繰り返しながら 

   それを乗り越える場の保障を

する。 

② 参画する場をつくり、やりきら 

せる 

【学びの土台】 

①集会・行事での感想発表の充実 

・自然な「目力・反応・大きな声」  

②家庭学習の充実 

 ・後期課程：ワーク学習の充実 

見通しをもって取り組むために１週間の

予定を掲示  

  ・前期課程：自学ノートの充実 

レイアウトを大切にしてたくさん書く 

・家庭学習時間 

１～４年 ３０分   ５・６年 ６０分 

   ７～９年 ９０分 

③チャレンジテストと短作文の充実 

 ・朝の１０分間の活用（金曜日） 

④読書活動の充実 

 ・朝読書時間確保と読書量の可視化 

⑤掲示・応募の充実 

 ・「振り返り」「作文」の掲示…投稿 

【豊かな心・健やかな体】 

①道徳教育の充実 

・道徳の授業板書の掲示 

・授業で活用した資料等のストック 

②人間関係づくり 

・さわやかな返事と挨拶 

・何かを頼まれた時「はい喜んで」 

・アンケートの活用 

・QUの活用 

・そらみさんとの表現活動 

③体力づくり 

・体育の授業の充実 

・前期課程 朝トレ 

・後期課程 全員部活制 

④児童・生徒会活動の充実 

・課題を解決するための企画運営の 

保障 

【指導改善のための体制 （基本：職員の連携）】 

①主任会の定例化  ②前期課程・後期課程の相互理解・乗り入れ授業  ③部活動の複数顧問制 

【考えを検討し合うことを通して、適切に表現する力の育成】 

～おおたに授業スタイルの定着～ 
・学習オリエンテーション   ・授業見学ツアー   ・研究授業の充実   ・数値での検証の充実 

 

スローガン 

ガチャガチャわいわいストーン 


